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第16号

「アメニティ」の向上　第2弾最新情報

病院の理念みなさまの声をお聞かせください

本誌へのご感想やご意見、ご要望などございま

したら、院内に設置されている患者さんの声に

投稿いただくか、お気軽にご連絡ください。

● 高度医療に対応できる東紀州地域の中核病院

● 地域の保健・医療・福祉との連携を促進し、地域の人々と共に創る病院

● 患者様に信頼され、いつでも安心して受診していただける患者様主体の     

    総合病院

● 教育、研修機能を持つ病院

● 質の高い医療技術とサービスを提供する病院

● 職員一人ひとりが、病院の将来ビジョン・経営について考える病院
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※学会等で休診または代診になる場合がありますので、お問い合わせください。

お問い合わせ先：
尾鷲総合病院 総務課 総務経営係　　

owase-hp@city.owase.lg.jp

TEL 0597-22-3111

Owase General hospital あなたにプラスな情報をお届けします尾鷲総合病院

　外来の待合には図書コーナーを設け、また各病棟の談話室や

プレイルームの図書コーナーには、図書の充実を図っていきま

す。

　尾鷲市立図書館からのリサイクル本などを利用しながら、順

次、図書を充実していく予定です。診察までの待ち時間や入院生

活でのストレス解消に、少しでも潤いと安らぎの時間を提供出

来ればと思います。

　外来患者さんや入院患者さん、ご面会や付添いの方々、どなた

でもお気軽にご利用ください。また、「こんな種類の本があれば」

などのご意見も入院生活アンケート等でお聞かせください。ご

希望に沿えない場合もありますが、今後の入庫の際には、皆さん

のご意見も参考に図書を充実していければと考えております。

図書の充実を図ります !!

2017.12月発行 2017.12月発行 2017.12月発行 2017.12月発行 2017.12月発行 

平成29年11月1日現在外 来 担 当 医 表
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病院からのお知らせ病院からのお知らせ
ほすぴたる
最 新 情 報

平成29年10月1日より、面会時間の変更および

夜間救急出入口の施錠を実施しております。

平成29年10月1日より、面会時間の変更および

夜間救急出入口の施錠を実施しております。

入院患者さんへの面会時間を変更しました。

　夜間救急出入口の施錠を実施しております。

　多くのご意見をいただく中で、様々な事情等を考慮し、面会
時間を全日（平日及び土日祝日）において「午前８時から午後８
時まで」といたしました。ただし、治療上の都合や季節性感染症
の流行期には、面会をお断りすることもあります。

　防犯対策及び安全対策のため、夜間
の時間帯については、全ての出入口を
施錠管理しております。
　閉鎖時間は「午後９時から午前６
時」、救急の患者さんや急な御用のあ
る方は、夜間出入口横のインターホン
で警備員にお声掛けください。警備員
が解錠いたします。
　皆様にはご不便をおかけしますが、何卒ご理解ご協力をお願
いいたします。

 information 

活動報告

1日看護体験！！

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 に つ い て

　7月28日（金）県と看護協会が主催する1日看護体験が当

病院であり、県立尾鷲高校の学生29人（インターンシップ１

人含む）の参加がありました。

　白衣に着替えた生徒たちは、入院病棟や救急外来、透析セ

ンター、手術室などに分かれて、患者さんの食事やリハビリ介

助、脈拍測定など看護師の仕事を体験しました。

　オリエンテーションでは、川口看護部長から「１人でも多く

の人が看護師を目指し、生まれ育った地元に戻って働いてほ

しい」との呼びかけがありました。

　7月29日（土）内閣府主催の南海トラフ地震を想定した大

規模地震活動訓練に合わせ、尾鷲総合病院でも災害派遣チー

ム（DMAT）が患者搬送の連携確認訓練を実施しました。

　三重、和歌山、大阪、兵庫の１府3県が被災した想定で、県災

害対策本部の要請に応え、桑名インターチェンジを参集拠点

に全国からDMAT約50チームが駆け付け、愛知県新城市の

DMAT チームが当病院に派遣され、同病院の DMAT チーム

（隊長・小薮病院長）の指示で傷病者を熊野市の紀南広域防

災拠点へ搬送しました。

尾鷲総合病院の防災訓練を実施しました
　9月2日（土）南海トラフを震源とする大地震が発生し、市内

で震度６強を観測したことを想定、非常参集した病院職員118

名が訓練に参加しました。

　今回の訓練では、図上訓練に約70人が参加。刻 と々変化す

る状況設定に、各部署の責任者やスタッフが意見を出し合いま

した。

　また、夜間救急出入口前のスペースでは、緊急・災害時に救

護所となるエアテントなどの設営もおこなわれました。

災害派遣チーム（DMAT）訓練実施

かけがありました。
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飛沫感染対策としての咳エチケット
インフルエンザの主な感染経路は咳やくしゃみの際に口から発生される小さ
な水滴(飛沫)による飛沫感染です。したがって、飛沫を浴びないようにすれば
インフルエンザに感染する機会は大きく減少します。
　言うことは簡単ですが、特に家族や学校のクラスメート等の親しい関係に
あって、日常的に一緒にいる機会が多い者同士での飛沫感染を防ぐことは難し
く、また、インフルエンザウイルスに感染した場合、感染者全員が高熱や急性
呼吸器症状を呈してインフルエンザと診断されるわけではありません。
　たとえ感染者であっても、全く症状のない不顕性感染例や、感冒様症状のみ
でインフルエンザウイルスに感染していることを本人も周囲も気が付かない
軽症例も少なくありません。予防対策として、インフルエンザの流行時期は、
マスクなどで防御するとともに、周りへの配慮にも心がけましょう！！


